
２００９年６月議会反対討論               １８番 髙橋美博 
「議第５７号 掛川市・袋井市新病院建設事務組合の設置について」反対の立場か

ら討論を致します。 
医師不足に端を発した今回の病院統合は、国政の失敗そして静岡県政が医療・福

祉・教育といった分野を後回しにしてきた、ここに原因の大元あり、そのしわ寄せを

市民が被ることとなるもので、病院統合すれば問題が解決できるというものではない

ことは明らかであります。市民病院の現状を放置できないことも当然でありますが、

まずは「病院統合ありき」で、駆け足で進めてきたやり方にも大いに疑問を感じてお

ります。問題を深く学べば学ぶほど難しさを痛感しておりますが、真に市民の立場、

市民の利益利便を守るという立場に立つべきと考え反対を表明させていただきます。 
主に、三つの点からその理由を述べます。 
第１点目は、掛川市と病院を建設することについて、すなわち協定された内容につ

いて市民の中に疑問や不安が渦巻いており、市民的合意がないことであります。 
市長は、今議会浅田議員の一般質問に｢掛川と新病院を建設することは理解されて

いる｣と答弁をされました。しかし、「知っている」と「納得している」はまったく違

います。 
たとえば｢建設場所｣について、当初市長が市民に説明してきた両市の境界付近とは

大きく離れ、市議会病院問題特別委員会で｢到底市民の理解を得られない｣とされた場

所であります。様々な経過がありその場所に決まってしまったわけでありますが市民

の本当に理解は得られたのでしょうか。私どものところにも「とても遠くて通えない」

「これで安心できる市民病院といえるのか」といった疑問・不満の声が多数寄せられ

ております。新病院建設協議会で基本構想が了承され、両市で協定書が交わされて後、

市民への説明会実施は両市でわずか各１回ずつありません。市長はまずは組合設立前

に市民と膝を交え充分納得いただけるよう説明に努めるべきであります。 
第２点目は、「なぜこんなに急ぐ必要があるのか」という事であります。 
「新病院の基本構想」は決まったといたしましても、基本計画はこれから策定され

るというようにどんな病院ができるのか「病院の姿」が見えないのであります。 
どのような診療科ができ、どの程度医師数を確保できるのか、肝心の建設費用はど

れだけかかるのか等々、ごく基本的なことも不明確であり今後の検討にゆだねられて

いるのであります。 
私は新病院建設だけでなくこの地域の医療体制をどうしていくのか、地域全体を包



括した医療体制の確立が必要と発言してまいりました。協議会の佐古会長も新病院を

新しい核として「保健・医療・福祉の連携強化による安心の確立」の必要性を強調し

ております。しかし、｢機能分担｣するといわれている現市民病院の今後の役割、その

かたちについては、まだ検討がはじまったばかりであり、まったくその姿も見えてこ

ないのであります。 
そもそも当初は、「市民の命と健康を守るための機能を持った新病院が必要」と検

討がはじまりながら、「新病院だけではその機能をまかなうことは不可能であり、機

能分担が求められる」というならば、それらも含め市民に全体像を示すことが必要で

はないでしょうか。 
今回提案された一部事務組合の設置を急ぐ必要性について、「病院建設に関する事

務には多くの契約行為、財産の取得、起債を伴うものであるため、その事業主体とし

て法人格を有する一部事務組合設置が必要」ということですが、しかしそれらは当然

基本計画が整ってからで間に合うものあります。 
また、今規約が、きわめて重要にもかかわらず、議会最終日に提案され、委員会付

託し十分審議することもなく即決されるなどというのも極めて異常といわなければ

なりません。 
第３点目は、費用分担が曖昧であることであります。 
地方自治法第２８７条には、一部事務組合について、その設立条件を七つを明確に

しています。名称や、組織団体、位置などごく基本的なものです。その中に｢経費の

支弁の方法｣というのがあります。組合の管理運営経費はほぼ人口割の６０対４０と

なりました。しかし肝心の建設経費については今後検討し条例にゆだねるとされ先送

りとされました。この組合の設置目的は新病院の建設であります。その最も重要な経

費の負担割合を条例で定めるというのでは問題ではありませんか。 
構成団体が莫大な額の負担となるものでありながら、構成団体の意思を決定する議

会の議決が及ばないこととなる恐れがあります。組合の条例は、組合議会の過半数で

決定されるのであり、構成団体の意思が反映されないことは十分考えられます。構成

団体の意思を反映させ規約に負担割合を明記すべきと考えます。 
組合設立をあまりにも急ぎすぎているといわなければなりません。少なくとも病院

の全体像、建設費の概要、負担割合等明らかにしたうえでの一部事務組合設置でよい

のではないでしょうか。 
以上、市民の声の反映と市民合意への更なる努力を求め反対討論と致します。 


